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令和４年度教育課程 
 
はじめに 
 
この教育課程（履修要項）は、令和４年度に入学された学生の皆さんを対象に、履修にあたっ

ての諸注意、履修の方法についての説明が記載されています。本冊子は入学時に配布し、卒業時

まで使用しますので、紛失しないように大切に扱ってください。また、必要箇所については熟読

し、理解を深めていただき、授業に臨んでください。 
 
１．教育課程の使い方 
 
所属する学科・コースの履修要項の指示に従い、該当の別表より履修する科目を確認してくだ

さい。 
 
別表の分類 
別表は、次の３つに分類されます。 
(1)全学共通科目（A 類）＝聖徳教育科目・教養科目・外国語科目・健康教育科目・情報活用科目

（・帰国子女科目）  
(2)専門教育科目（B 類）＝各学科・コースに設置された専門教育科目 
(3)教職・資格関係科目＝免許・資格を取得するための科目で、原則として、卒業単位数に含まれない

科目（但し、総合文化学科においては、教職・資格関係科目であっても卒業

単位数に含まれます） 
 
特に(1)、(2)については必修科目（卒業するために必ず履修しなければならない科目）や選択必修科

目（卒業するために、必ずきめられた条件により必要な単位数を修得しなければならない科目）が多

数含まれているので履修にあたってはよく確認してください。 
 

 
２．学習の流れと履修にあたっての注意事項 
 
皆さんの年間の学習の流れをここに分かりやすくまとめました。併せて学生便覧の「履修関係

の項目」も熟読して学習に取り組んでください。 
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①学期 
  １年間の学期は、春学期（４月～９月末）・秋学期（９月末～３月末）の２学期に分かれ、それ

ぞれの学期で授業期間、定期試験期間などが設定されています。本学で設置されている科目は、一

部の通年科目を除いて春学期・秋学期の学期毎に開講されています。授業期間や行事等は「学生便

覧」の学事日程で確認しておいてください。 
 
②単位制と単位認定について 
  大学では、単位制が採用されています。単位制とは一定の学習量を単位として表し、所定の期間

で量的修得を卒業の判定基準とする方式です。各授業科目の単位修得の認定は、一定時間以上の授

業に出席し、かつ、科目担当教員の試験等に合格したものにその単位が与えられます。授業科目の

授業方法や修得できる単位数については各自別表で確認してください。 
授業科目を履修し、試験を受けると、成績の評価がなされます。成績評価は、１００点を満点と

して６０点以上（S・A・B・C 評価）の場合には合格として所定の単位が与えられます。 
 
③授業時間について 

授業時間は９０分を１授業時間として行われます。実験・実習・実技科目等の中には１３５分で

行われるものもあります。 
 
④履修登録 

授業科目を履修するためには、各学期開始時に履修登録を行わなければなりません。登録をしな

かった科目については、単位の修得は認められません。なお、履修年次配当で自分の学年より上級

年次に配当されている科目は履修できません。 
また、一度履修登録をした科目を他の科目に変更することは、原則として認められません。履修

登録の方法については各学期開始時にお知らせをいたします。 
 

⑤履修取消について 
履修取消のみ指定期間内に限り認めます（春学期：５月１０日まで 秋学期１１月１０日まで 

いかなる理由であっても上記期間を過ぎた取消は認められません）。履修登録に際しては、慎重に

履修計画をたてて臨むようにしてください。 
 
⑥再履修について 
  前年度履修科目において不合格になった科目を翌年度以降に再度履修することを再履修といい、

その年度にあらためて履修することが出来ます。登録方法は、「再履修許可願」を提出するととも

に、履修登録をする必要があります。具体的な手続きについては各学期開始時に指示があります。 
  なお、再履修科目と必修科目の受講時間が重なる場合は、各学科の教務委員の先生または教育支

援課に相談してください。 
 
⑦進級基準について 

各年次から上級年次へ進級するには各年次終了時において、卒業要件単位数のうち、以下に記載

する単位を修得しなければなりません。成績表で修得単位数を必ず確認してください。 
１年次から２年次への進級・・修得単位数 １８単位以上 
但し、保育科第二部においては、下記のとおりとします。 
１年次から２年次への進級・・修得単位数 ８単位以上 
２年次から３年次への進級・・修得単位数 １４単位以上 

 
⑧卒業要件について 

卒業には次の要件を満たす必要があります。 
（１）２年以上（保育科第二部においては３年以上）在学していること。休学期間は含まれない。 
（２）卒業に必要な授業科目及び単位数を修得していること。 
（３）本学で必須と定めた学校行事に参加する等の条件を満たしていること。 
（４）授業料等校納金を完納していること。 
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３．授業計画（SYLLABUS シラバス） 
 
○授業計画（SYLLABUS シラバス）について 
今年度開講する授業の名称、担当教員の氏名、単位数、開講時期、授業の目的・内容、使用す

る教材、成績評価の方法、受講をする上での注意事項やアドバイスについて授業担当教員が記し

た授業の計画書です。 
熟読をし、円滑に授業が受講できるよう心がけてください。 

 

○授業計画（SYLLABUS シラバス）の項目について 
※１ 授業区分：聖徳教育、教養科目、専門教育科目、教職科目などが表記されます。 

※２ 開講時期：科目が開講される学期（春学期、秋学期、春学期または秋学期、通年）が表記されます。 

※３ 出席要件：学期末試験の受験資格要件（全授業回数の 2/3 以上出席 または 4/5 以上出席）が表記されます。 

※４ 授業形態：講義、演習、実験、実習、実技などが表記されます。 

 

授業回数別教育内容 身につく資質・能力 予習・復習等 

１回 毎回の授業タイトル（テーマ）と授業内容が書かれています。 授業回数ごとに、そ

の授業を終えた学生

が、どのような知

識、能力、技能等を

身につけることが期

待されるかという内

容について書かれて

います。 

予習・復習等

に必要な時

間、及びそれ

に準じる程度

の具体的な学

習内容が書か

れています。 

２回 

３回 

４回 

５回 

６回 

７回 

８回 

９回 

10 回 

11 回 

12 回 

13 回 

14 回 

15 回 

試験 試験方法が書かれています。 

 
○授業計画（SYLLABUS シラバス）の閲覧方法について 
授業計画（SYLLABUS シラバス）については WEB ポータルサイト「Active Academy」から閲覧

します。詳細な閲覧方法は冊子『WEB 履修登録の手引』「シラバス閲覧」を参照してください。 

授業科目名 授業科目の名称 

ナンバリング 授業科目の履修の順序性や位置づけを表す記号・番号 

サブタイトル 授業内容の副題 

授業区分 ※１ 単位数 科目の単位数 開講時期 ※２ 出席要件 ※３ 

担当教員 担当教員の氏名 授業形態 ※４ 

質問受付の方法 授業担当教員が研究室に在室している曜日・時間が書かれています。 

到達目標と  

学習の成果 

到達目標 

授業科目の履修後に、授業担当教員が受講者に期待する知識や技能、あるいは行動に関する目標が

書かれています。 

学習成果 

到達目標に対して、いかなる学習成果をもって評価するのか、その評価の基準が書かれています。 

ディプロマポリ

シーとの関連 

授業科目が、学位授与の方針（ディプロマポリシー）とどのように関連しているかが書かれていま

す。カリキュラムマップのどこに位置づいているかが書かれています。 

授業の方法と開

講方法の別 

授業科目の授業実施方法と開講方法です。 

テキスト 

教材 

参考図書 

授業で使用する教科書です。 

テキスト、参考図書以外に使用する教材です。 

教科書の他に使用する参考書です。 

評価の要点 授業科目の成績評価の方法や手順です。 

評価方法と採点

基準 

評価の要点をどのような手段で、どのような基準で評価するのかが書かれています。 

履修上の注意事

項や学習上の助

言など 

履修にあたっての注意点、アドバイスが書かれています。 
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聖徳大学短期大学部 

 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

聖徳大学短期大学部は、1933 年に創立された東京聖徳学園の建学の精神である「和」を教

育理念としています。本学は、この理念を社会に創造的に活かしながら、常に新しい教育に

挑戦するとともに、時代を超えて求められる多様な他者への尊敬と共感を大切にする人間性

を備えた女性を様々な世界に輩出しています。 

現代社会は、政治・経済・文化のグローバル化が進み、個人・社会の価値観が多様化・複

雑化し、きわめて多くの複合的な問題に直面しています。このような変化の激しい社会にお

いて、人間の尊厳を見失わず、自ら新たな問いを立て多様な他者と協働しながら新たな価値

を生むための力の育成が求められています。 

聖徳大学短期大学部は、時代をリードする教育改革を進め、互いの価値観を共感的に受け

止める確かな人間性、グローバルかつローカルな視点と学際的な洞察力、社会で発揮できる

専門性の高い実践力をもつ人を着実に育成し、調和ある社会の発展に貢献しています。 

聖徳大学短期大学部は、上記の教育理念に基づいて、以下の四つの教育目標を掲げます。 

【教育目標】 

１．他者を思いやる協調性とともに、凛として生き抜いていくための確かな人間性を育成す 

る。 

２．自己分析力、論理的思考力、自己管理能力を活かし、個別学問領域を超えたアイディア

や洞察力と多面的な問題発見・解決力を育成する。 

３．専門分野に関する理論・知識・技能を修得し、理論と実践を結びつけて社会で発揮でき

る専門性の高い実践力を育成する。 

４．グローバルな視野を備え地域で活躍できる専門性の高い実践力を発揮して、自分なりの

価値を見いだし、自らの意思で一歩を踏み出すことのできる女性を育成する。  

聖徳大学短期大学部では、こうした教育目標に基づいて、以下の能力を備えた人材を育成

します。 

【学習成果】 

１．一流の文化・芸術がもつ普遍性と固有性を感受し、グローバルで多様な価値を受け止め 

ることができる。 

２．思いやりと慎みの心をもって相手の立場に立ち、集団の中で自立した行動をとることが

できる。 

３．自己や事象を客観的かつ論理的に考察することができ、自己の生き方をデザインするこ 

とができる。 

４．個別学問領域を超えたアイディアや洞察力を活かし、自己の確立を図ることができる。 

５．専門分野に関する知識・技能を体系的に学び、理論と実践を結びつけて主体的に課題を

解決することができる。 

６．専門領域に関わる理論と知識と技能を結びつけて、グローバルかつローカルな視点をも
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って、多様な実際的かつ実践的な問題や課題に主体的に、かつ協働して取り組むことが

できる。 

聖徳大学短期大学部では、以上の学習成果を達成するために編成された教育課程において

所定の単位を修得した人に、卒業を認定し、短期大学士の学位を授与します。 

 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

聖徳大学短期大学部では、学習成果を体系的に達成するために、全学共通科目と専門教育

科目の教育課程を以下の方針に基づいて編成しています。 

【教育課程編成の方針】 

Ⅰ 全学共通科目 

 全学共通科目は、「聖徳教育科目」、「教養科目」、「外国語科目」等から構成しています。 

  「聖徳教育科目」は「小笠原流礼法基礎講座」と「聖徳教育」から編成し、聖徳学園の

建学の精神「和」に基づいた本学独自の人間教育を目的とし、確かな人間性を育成します。 

「教養科目」は、文化、社会、自然、身体・精神などに関わるグローバルかつ複合的な

諸現象や多様な問題状況に向き合い、個別学問領域を超えたアイディアや学際的かつ多面

的な洞察力と学術を総合した問題解決力を育成します。 

「外国語科目」等は外国語および的確な情報によるコミュニケーション・スキルを育成

し、グローバル社会に対応できるコミュニケーション能力を育成します。 

Ⅱ 専門教育科目 

学科の教育目的を達成するために専門性の高い実践力を育成する教育課程を編成していま

す。その編成は次の基本方針に基づいています。 

１．学科の専門性を習得するために不可欠な学術的な基礎力を育成します。 

２．現代的課題に対応した専門的理論と知識を学び、問題・課題解決のための基礎力を育 

成します。 

３．充実した演習・実習科目を設定し、実際場面における問題・課題解決を通して実践力 

を育成します。 

４．専門職業人として自立し、優れた感性と表現力、柔軟な思考力と行動力を備え、卒業 

後の現場で生きる専門性の高い資質・能力を育成します。 

【教育課程実施の方針】 

 全学科において、全学共通科目と専門教育科目の学習成果を効果的に達成するために、授

業計画（シラバス）を作成して以下の教育課程実施の方針を示し、質の高い学習過程を展開

しています。 

１．「到達目標」、「学習成果」、「評価の要点」を明示し、実施しています。 

２．卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）及び他の授業科目との関連を明 

示しています。 

３．授業方法として能動的な学び（アクティブ・ラーニング）を導入し、深い学びを促進 

しています。 
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４．毎時間の「身につく資質・能力」と「予習・復習」時間を明記し、その実施を促進し 

ています。 

 

入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

聖徳大学短期大学部は、総合大学という特質を活かして、変化の激しい社会を生き抜いて

いくための確かな人間性、どのような社会であっても不可欠な自己分析力、論理的思考力、

自己管理能力、個別学問領域を超えたアイディアや洞察力と多面的な問題発見・解決力、そ

してそれらを発揮して主体的にかつ協働して課題に取り組める、社会で発揮できる聖徳なら

ではの専門性の高い実践力をもつ人の育成を目指しています。 

聖徳大学短期大学部はこうした目的を理解し、それを達成できる資質をもった人を求めて

います。具体的には、次のような人を求めています。 

１．学びを通して、自己の成長を実現したいという強い意欲をもっている人。 

２．学びを通して、社会に貢献する夢をもっている人。 

３．学内外で必要なコミュニケーション力などの基礎を備えている人。 

４．授業に主体的、創造的、協働的に取り組むことができる人。 

 

 聖徳大学短期大学部ではこのような人を受け入れるために、多様な受験機会を用意しさま

ざまな入学試験を行っています。こうした試験においては、各学科での学習に必要な技能、

知識、基礎的な学力、主体的な判断力、創造的な考えを表現できる力、仲間と協働して学び

を作っていく力などについて、書類審査（調査書、推薦書など）、実技試験、学力試験、面接

などを組み合わせて総合的に評価します。 
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全学共通科目（Ａ類）

①　短期大学部　全学共通科目（A類）の教育課程は別表1、2、3、4のとおりです。

②　全学共通科目（A類）の最低卒業所要単位数の内訳は、下表のとおりとします。

③　全学共通科目（A類）の履修については、各学科・コース・ブランチの履修要項に記載の全学共通
　　科目（A類）別表に基づき履修してください。

聖徳教育、教養科目、外国語科目 別表1

春 秋 春 秋 春 秋

□ 小笠原流礼法基礎講座 2 ○ ● ●

□ 聖徳教育Ⅰ 1 ○ ○ ○ ○ ○ 　　　
□ 聖徳教育Ⅱ 1 ○ ○ ○

□ 聖徳教育Ⅲ(SEITOKU Academic LiteracyⅠ) 1 ○ ○

□ 聖徳教育Ⅲ(SEITOKU Academic LiteracyⅡ) 1 ○ ○

□ 自分を見つめ・拡げ・伝える（芸術領域） 2 ○ ○ ○

□ 自分を見つめ・拡げ・伝える（文学領域） 2 ○ ○ ○

□ 自分を見つめ・拡げ・伝える（歴史領域） 2 ○ ○ ○

□ 自分を見つめ・拡げ・伝える（文化領域Ⅰ） 2 ○ ○ ○

□ 演 2 ○ ○ ○ ○

□ 2 ○ ○ ○

□ 自然・社会・科学技術を考える（自然領域） 2 ○ ○ ○

□ 自然・社会・科学技術を考える（科学技術領域） 2 ○ ○ ○

□ 自然・社会・科学技術を考える（社会領域） 2 ○ ○ ○

□ 自然・社会・科学技術を考える（環境領域） 2 ○ ○ ○

□ 自然・社会・科学技術を考える（健康領域） 2 ○ ○ ○

□ 心とからだの美的本質を追求する（心の領域） 2 ○ ○ ○

□ 心とからだの美的本質を追求する（からだの領域） 2 ○ ○ ○

□ 心とからだの美的本質を追求する（栄養領域） 2 ○ ○ ○

□ 心とからだの美的本質を追求する（スポーツ領域） 2 ○ ○ ○

□ 心とからだの美的本質を追求する（ケア領域） 2 ○ ○ ○

□ 日本国憲法 2 ◇ ● ●

□ 社会貢献の理論と実践 演 1 ○ ＊ ＊

□ 地域貢献活動の実践 演 1 ○ ＊ ＊

< Business Field Linkage >

□ 特別講義Ⅰ 2 ○ 企業系就職希望者は、

□ 特別講義Ⅱ 2 ○ Business Field Linkage

□ 特別講義Ⅲ 1 ○ 科目を履修することが

□ 特別講義Ⅳ 2 ○ 望ましい

□ 特別講義Ⅴ 2 ○

□ 特別講義Ⅵ 1

□ 英語Ⅰ～１ 演 1 ○ ○

□ 英語Ⅰ～２ 演 1 ○ ○

□ フランス語Ⅰ～１ 演 1

□ フランス語Ⅰ～２ 演 1

□ 中国語Ⅰ～１ 演 1

□ 中国語Ⅰ～２ 演 1

□ 英語Ⅱ～１ 演 1 ★ ○

□ 英語Ⅱ～２ 演 1 ★ ○

60

＊小笠原流礼法基礎講座：在学中に小笠原流礼法基礎講座2単位が全学生に必修として開講されます。

＊「社会貢献の理論と実践」については総合文化学科は１年次春学期、保育科は２年次春学期に実施します。

＊「地域貢献活動の実践」については総合文化学科は1年次秋学期、保育科は２年次秋学期に実施します。

◇保育科第一部・第二部の学生は必修。

★総合文化学科の学生は必修。

自分を見つめ・拡げ・伝える（看護領域）

A
類

単
　
位

外
国
語
科
目

教
　
　
養
　
　
科
　
　
目

D
類

自分を見つめ・拡げ・伝える（文化領域Ⅱ・インターンシップ）

計

授　業　科　目

1 15

総合文化

備考1 2 3

春学期または秋学期に開講

春学期または秋学期に開講

区分

B
類

チ

ェ
ッ
ク
欄

C
類

授
業
の
方
法

卒
業
必
修

履　修　年　次

全
　
学
　
共
　
通
　
科
　
目
　

（
　
Ａ
　
類
　

）

聖
徳
教
育

全学共通科目（A類)

学科 聖徳教育
教養科目
と外国語

健康教育 情報活用 計

6 8 2 1 17

保育 6 6 2
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健康教育科目 別表2

春 秋 春 秋 春 秋

□ 基礎専門体育Ⅰ ※ 1 ○

□ 基礎専門体育Ⅱ ※ 1 ○

□ スポーツと健康Ⅰ ※ 1 ○

□ スポーツと健康Ⅱ ※ 1 ○

4

【授業の方法】無印：講義。※印は講義及び実技科目をさす。

【受講区分】保育科第一部、第二部は基礎専門体育Ⅰ・Ⅱ必修。

　 　　　　　　　総合文化学科はスポーツと健康Ⅰ・Ⅱ必修。

情報活用科目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 別表3

春 秋 春 秋 春 秋

□ 情報活用演習(基礎) 演 1 ○ ○

□ 情報活用演習(教職) 演 1 ○

□ 情報活用演習(応用) 演 1

□ 情報活用演習(統計) 演 1

□ 情報活用演習(表現) 演 1

5

【授業の方法】演：演習、無印：講義をさす。

【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。

帰国子女科目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 別表4

春 秋 春 秋

□ 日本語Ⅰ～１ 演 1 ○

□ 日本語Ⅰ～２ 演 1 ○

□ 日本語Ⅱ～１ 演 1 ○

□ 日本語Ⅱ～２ 演 1 ○

□ 日本語Ⅲ～１ 演 1

□ 日本語Ⅲ～２ 演 1

□ 日本の社会と歴史Ⅰ 2

□ 日本の社会と歴史Ⅱ 2

10

【授業の方法】演：演習、無印：講義をさす。

【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。

（注）帰国子女科目は、教養科目又は外国語の単位に替えることができる。

備考

計

計

計

1 2

履　修　年　次

チ

ェ
ッ
ク
欄

1 2

チ

ェ
ッ
ク
欄

授　業　科　目

授
業
の
方
法

単
　
位

卒
業
必
修

履　修　年　次

1

単
　
位

卒
業
必
修

履　修　年　次

備考

3

【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。

備考

授
業
の
方
法

チ

ェ
ッ
ク
欄

授　業　科　目
単
　
位

2

3

注  1）　教育職員免許状を取得しようとする者は、(基礎)と(教職)必修。

　　 2）　情報活用科目を2単位以上修得した場合、1単位のみは教養科目の単位に含めることができる。

授　業　科　目

授
業
の
方
法
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保育科 第一部・第二部 

 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

聖徳大学短期大学部保育科は、理論と技術を兼ね備え、実践力に優れた多くの保育者を

社会に輩出してきました。現代社会においては、個人・社会の価値観の多様化が進み、子

どもを取り巻く環境も大きく変化し、保育現場では、これまで以上に質の高い教育・保育

と、地域の課題解決に積極的に取り組める人材が求められています。 
保育科では、現代社会の問題・課題にも対応できるよう、社会人として、保育者として、

礼節、豊かな人間性、高度な専門的知識・技能・創造力を身につけ、子どもの教育・保育

に関わる専門家としての情熱や使命感をもった保育者「次代をつくる“保育のエキスパー

ト”」を養成します。 
【教育目標】 

保育科は、上記の教育方針に基づいて、以下の三つの教育目標を掲げます。 
１．礼節と思いやりの心、豊かな人間性、保育者としての使命感や責任感を育成する。 
２．保育実践に必要な論理的思考力、判断力、表現力、創造力、他者と連携・協働する力

等、保育者に求められる実践力を育成する。 
３．子育て支援を担う力、地域に貢献できる力を育成する。 
【学修成果】 

保育科では、上記の教育目標に基づいて、以下の能力を備えた人材を育成します。 
１．豊かな人間性を有し、他者を尊重し、良好な人間関係を構築することができる。 
２．子どもの成長・発達を理解し、一人ひとりの子どもに適切な援助をすることができる。 
３．表現技能・創造する力を修得し、子どもの表現を創造する過程を援助することができ

る。 
４．指導計画を立案し、保育実践を創意工夫し、改善に取り組み、保育の質を高めること

ができる。 
５．他者と協働して地域の保育課題に取り組み、提案、発信ができる。 

保育科では、以上の学習成果を達成するために編成された教育課程において所定の単

位を修得した人に、卒業を認定し、短期大学士（保育）の学位を授与します。 
 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

【教育課程編成の方針】 

保育科では、学習成果を体系的に達成するために、全学で共通に展開する科目（全学共

通科目）と、それらを基礎とし相互に密接に関連しながら専門性の高い実践力を育む専門

教育科目の教育課程を編成しています。 
専門教育科目については、以下の方針に基づいて編成しています。 

１．子どもを理解する力を育成する科目群を設定し、教育・保育・心理・福祉・保健等の

学習を通じて、子どもを広く理解し、その成長発達について考察する力を育成する。 
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２．表現を創造する力を育成する科目群を設定し、感性を磨き、表現を創造する力を高め、

保育実践力を育成する。 
３．保育を創造する力を育成する科目群を設定し、保育の内容への理解を深め、指導力を

育成する。 
４．地域で学ぶ科目群を設定し、フィールドワーク等を通じて、保育者として地域の保育

課題に取り組む姿勢を育成する。 
５．保育現場で学ぶ科目群を設定し、実習指導や実習を通じて、子どもを真に理解しよう

とする姿勢と保育実践力、対人関係能力を育成する。 
【教育課程実施の方針】 

保育科では、学習成果を効果的に達成するために、以下の教育課程実施の方針を示し、

学生が自らの長所を発見し伸長できる学習を展開しています。 
１．実習指導、地域で学ぶ科目等において自己評価を導入し、学生が自らの達成度を確認

し、それを教員と共有し、以後の学習に活かすことにより、学習効果を高める。 
２．地域で学ぶ科目群においてはフィールドワークを実施し、ゼミナールにおいて課題解

決的な学びを深める。 
入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

保育科では、豊かな人間性を備えた保育者、理論と実践力を備えた保育者、地域に貢献

できる保育者を養成することを教育目標として掲げ、教育目標の達成のために、充実した

教育課程を編成しています。保育科の教育目標を理解し、カリキュラムの学習に積極的に

臨む人を、受け入れます。 
具体的には、次のような知識・技能、思考力・判断力・表現力等の能力や、主体性をも

って多様な人々と協働して学ぶ態度、明確な目標をもつ人を求めています。 
１．教育、保育、福祉に関心をもち、保育者になる意欲がある。 
２．子どもや子どもを取り巻く環境に関心をもち、自分の考えを述べることができる。 
３．文章を理解し、考え、それをまとめる力、プレゼンテーション力を身につけている。 
４．身体表現、造形表現、音楽表現等の活動を積極的に楽しむことができる。 
５．グループ学習、課外活動やボランティア活動等で、仲間と協働して学習ができる。 

 
このような受験生を受け入れるために、多様な受験機会をもち、入学試験では、個別面

接、書類審査（調査書、推薦書など）、学力試験などを組み合わせて総合的に評価します。 
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（1）保育科第一部の卒業所用単位数は、次表のとおりです。
幼稚園教諭二種免許又は、保育士資格のいずれかの取得が必修となります。

計

幼稚園教諭二種 53 69

保育士 66 81

両方取得 81 97

（２）全学共通科目（Ａ類）については、別表５－１のとおり履修すること。

（３）教養科目と外国語科目6単位には、外国語2単位を含んでいること。

　（教養科目と日本国憲法及び地域貢献科目の計４単位、外国語は英語２単位を履修すること。さらに、幼稚園教諭二種免許状を

　　選択する場合は、情報活用演習（教職）が必修です。）

（４）専門教育科目は、別表５－２の「A群（幼）」欄の○の科目もしくは「B群（保）」欄の○の科目全てと、△▲印の科目が選択必修です。

（５）幼稚園教諭二種免許状を取得しようとする者は、別表５－２の「A群（幼）」欄の○印の科目が必修です。

（６）保育士資格を取得しようとする者は、別表５－２の「B群（保）」欄の○印の科目が必修です。

（７）保育士資格を取得しようとする者は、「保育実習Ⅱ(保育所)及び保育実習指導指導Ⅱ(保育所)」又は

　　「保育実習Ⅲ(施設)及び保育実習指導Ⅲ(施設)」のいずれか2科目3単位を履修すること。

（８）准学校心理士、図書館司書、秘書士を取得しようとする者は、後掲の別表７「准学校心理士」、別表８「図書館司書」、別表９「秘書士」

　　科目を修得すること。なお、「図書館司書」、「秘書士」の科目は、上記の卒業所要単位数には含まれません。

（９）履修期に○印を付されたとおり履修すること。●印は時間割編成の関係上春学期もしくは秋学期に開講するので

　　時間割指定のとおり履修すること。

（１０）授業の方法欄の「演」印は演習科目、「実」は実験・実習科目、※は講義及び実技科目、無印は講義科目を示します。

全学共通科目（Ａ類）

春 秋 春 秋

□ 小笠原流礼法基礎講座 2 ○ ○

□ 聖徳教育Ⅰ 1 ○ ○ ○ ○ ○

□ 聖徳教育Ⅱ 1 ○ ○ ○

□ 聖徳教育Ⅲ(SEITOKU Academic LiteracyⅠ) 演 1 ○ ○

□ 聖徳教育Ⅲ(SEITOKU Academic LiteracyⅡ) 演 1 ○ ○

□ 2 ○ ○ ○

□ 2 ○ ○ ○

□ 2 ○ ○ ○

□ 2 ○ ○ ○

演 2 ○ ○ ○ ○

□ 2 ○ ○ ○

□ 2 ○ ○ ○

□ 2 ○ ○ ○

□ 2 ○ ○ ○

□ 2 ○ ○ ○

□ 2 ○ ○ ○

□ 2 ○ ○ ○

□ 2 ○ ○ ○

□ 2 ○ ○ ○

□ 2 ○ ○ ○

□ 2 ○ ○ ○

□ 日本国憲法 2 ○ ○

□ 社会貢献の理論と実践 演 1 ○ ○

□ 地域貢献活動の実践 演 1 ○ ○

< Business Field Linkage >

□ 特別講義Ⅰ 2 ○ 企業系就職希望者は、

□ 特別講義Ⅱ 2 ○ Business Field Linkage科目を

□ 特別講義Ⅲ 1 ○ 履修することが望ましい

□ 特別講義Ⅳ 2 ○

□ 特別講義Ⅴ 2 ○

□ 特別講義Ⅵ 1

□ 英語Ⅰ～１ 演 1 ○ ○

□ 英語Ⅰ～２ 演 1 ○ ○

□ 英語Ⅱ～１ 演 1 ○

□ 英語Ⅱ～２ 演 1 ○

□ 基礎専門体育Ⅰ ※ 1 ○ ○

□ 基礎専門体育Ⅱ ※ 1 ○ ○

□ 情報活用演習（基礎） 演 1 ○ ○

□ 情報活用演習（教職） 演 1 ○ 幼稚園教諭二種免許状取得希望者は必修

15計

自分を見つめ・拡げ・伝える（文化領域Ⅱ・インターンシップ）

心とからだの美的本質を追求する（スポーツ領域）

自然・社会・科学技術を考える（環境領域）

D類

C類

心とからだの美的本質を追求する（からだの領域）

心とからだの美的本質を追求する（ケア領域）

自然・社会・科学技術を考える（自然領域）

自然・社会・科学技術を考える（科学技術領域）

健康教育

情報活用

聖徳教育

A類

外国語

B類

心とからだの美的本質を追求する（栄養領域）

自然・社会・科学技術を考える（社会領域）

自然・社会・科学技術を考える（健康領域）

区分

チ

ェ
ッ
ク
欄

　　授　業　科　目

自分を見つめ・拡げ・伝える（文化領域Ⅰ）

自分を見つめ・拡げ・伝える（看護領域）

教
養

6 ２ 1

授
業
の
方
法

自分を見つめ・拡げ・伝える（文学領域）

自分を見つめ・拡げ・伝える（歴史領域）

単
位
数

卒
業
必
修

心とからだの美的本質を追求する（心の領域）

２ ２ 16

16

15

自分を見つめ・拡げ・伝える（芸術領域）

6

履　修　年　次

備　　　　考1

計 （単位）

66 －

別表5-1

選択
科目

2

保育科第一部　履修要項

53 －

全学共通科目（Ａ類） 専門教育科目（Ｂ類）

聖徳
教育

教養科目と
外国語

取得免許・資格
計

6

81 －

健康
教育

情報活用

6 6 ２ ２

必修
科目

6
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別表5-2

春 秋 春 秋

□ 幼児と音楽表現A 演 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

□ 幼児と音楽表現B 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 幼児と造形表現 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 幼児と身体表現 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 幼児と健康 1 ○ ○ ● ● 健康が春の場合は環境が秋

□ 幼児と人間関係 1 ○ ○ ● ● 人間関係が春の場合は言葉が秋

□ 幼児と環境 1 ○ ○ ● ● 環境が春の場合は健康が秋

□ 幼児と言葉 1 ○ ○ ● ● 言葉が春の場合は人間関係が秋

□ 児童文化Ⅰ～１ 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 児童文化Ⅱ～１ 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 児童文化Ⅲ～１ 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 児童文化Ⅰ～２ 演 1 △ △ △ ○ △印の科目のうち、1科目は必修。

□ 児童文化Ⅱ～２ 演 1 △ △ △ ○ (全て履修することが望ましい。)

□ 児童文化Ⅲ～２ 演 1 △ △ △ ○

□ 保育内容総論 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 保育内容・健康　 演 1 ○ ○ ○ ● ● 健康が春の場合は環境が秋

□ 保育内容・人間関係 演 1 ○ ○ ○ ● ● 人間関係が春の場合は言葉が秋

□ 保育内容・環境　 演 1 ○ ○ ○ ● ● 環境が春の場合は健康が秋

□ 保育内容・言葉　 演 1 ○ ○ ○ ● ● 言葉が春の場合は人間関係が秋

□ 保育内容・音楽表現Ⅰ 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 保育内容・音楽表現Ⅱ 演 1 ○

□ 保育内容・造形表現　 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 保育表現創造演習Ⅰ 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 保育表現創造演習Ⅱ 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 保育原理Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○

□ 教育原理　 2 ○ ○ ○ ● ●

□ 教職入門 2 ○ ○ ○ ● ●

□ 保育・教育課程論 2 ○ ○ ○ ○

□ 子ども家庭福祉 2 ○ ○ ○

□ 社会福祉 2 ○ ○ ○

□ 子ども家庭支援論 2 ○ ○ ○

□ 社会的養護Ⅰ 2 ○ ○ ○

□ 社会的養護Ⅱ 演 1 ○ ○ ○

□ 子育て支援 演 1 ○ ○ ○

□ 発達心理学　 2 ○ ○ ○ ○

□ 子ども家庭支援の心理学 2 ○ ○ ○

□ 子どもの理解と援助 演 1 ○ ○ ○

□ 子どもの保健 2 ○ ○ ○ ○

□ 子どもの食と栄養 演 2 ○ ○ ○

□ 乳児保育Ⅰ 2 ○ ○ ○

□ 乳児保育Ⅱ 演 1 ○ ○ ○

□ 子どもの健康と安全 演 1 ○ ○ ○

□ 特別な支援を要する子どもの理解と支援 演 2 ○ ○ ○ ○

□ 教育制度論 1 ○ ○ ● ●

□ 教育方法論 2 ○ ○ ● ●

□ 幼児理解・保育相談 2 ○ ○ ○

□ 教育相談 1 ○ ○ ○

□ 保育・教職実践演習（幼稚園） 演 2 ○ ○ ○ ○

□ 幼児教育実習指導（事前・事後指導） 実 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

□ 幼児教育実習Ⅰ（附属幼稚園実習） 実 2 ○ ○ ○

□ 幼児教育実習Ⅱ（指定幼稚園実習） 実 2 ○ ○ ○

□ 保育実習指導Ⅰ 演 2 ○ ○ ○ ○

□ 保育実習Ⅰ(保育所) 実 2 ○ ○ ○

□ 保育実習Ⅰ(施設) 実 2 ○ ○ ○

□ 保育実習指導Ⅱ(保育所) 演 1 △ △ ○ ○

□ 保育実習Ⅱ(保育所) 実 2 △ △ ○

□ 保育実習指導Ⅲ(施設) 演 1 ▲ ▲ ○ ○

□ 保育実習Ⅲ(施設) 実 2 ▲ ▲ ○

□ 卒業研究 演 2

□ キャリア総合演習 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 社会貢献の入門 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 保育表現法Ⅰ 演 1

単　　位　　計 90 53 66 81

履修期
備　考1 2

専
　
　
　
　
　
門
　
　
　
　
　
教
　
　
　
　
　
育
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

保育士資格を取得しようとする者は、「保育実
習Ⅱ（保育所）及び保育実習指導Ⅱ（保育
所)」又は「保育実習Ⅲ（施設）及び保育実習指
導Ⅲ（施設)」のいずれか２科目３単位を選択履
修すること

保育科第一部　専門教育科目（Ｂ類）
チ

ェ
ッ
ク
欄

授　業　科　目

授
業
の
方
法

単
　
位

（
幼

）

A
群

（
保

）

B
群

両
方
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（1）保育科第二部の卒業所用単位数は次表のとおりです。

　　　幼稚園教諭二種免許又は、保育士資格のいずれかの取得が必修となります。

計

72

84

100

（２）全学共通科目（Ａ類）については、別表６－１のとおり履修すること。

（３）教養科目と外国語科目6単位には、外国語2単位を含んでいること。

　（教養科目と日本国憲法及び地域貢献科目の計４単位、外国語は英語２単位を履修すること。さらに、幼稚園教諭二種免許状を

　　選択する場合は、情報活用演習（教職）が必修です。）

（４）専門教育科目は、別表６－２の「A群（幼）」欄の○の科目もしくは　「B群（保）」欄の○の科目全てと、

　   △▲印の科目が選択必修です。

（５）幼稚園教諭二種免許状を取得しようとする者は、別表６－２の「A群（幼）」欄の○印の科目が必修です。

（６）保育士資格を取得しようとする者は、別表６－２の「B群（保）」欄の○印の科目が必修です。

（７）保育士資格を取得しようとする者は、「保育実習Ⅱ(保育所)及び保育実習指導指導Ⅱ(保育所)」又は

　　「保育実習Ⅲ(施設)及び保育実習指導Ⅲ(施設)」のいずれか2科目3単位を履修すること。

（８）准学校心理士を取得しようとする者は、後掲の別表７「准学校心理士」科目を修得すること。

（９）履修期に○印を付されたとおり履修すること。●印は時間割編成の関係上春学期もしくは秋学期に開講するので

　　時間割指定のとおり履修すること。

（１０）授業の方法欄の「演」印は演習科目、「実」は実験・実習科目、※は講義及び実技科目、無印は講義科目を示します。

全学共通科目（Ａ類）

春 秋 春 秋 春 秋

□ 小笠原流礼法基礎講座 2 ○ ○

□ 聖徳教育Ⅰ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

□ 聖徳教育Ⅱ 1 ○ ○ ○

□ 聖徳教育Ⅲ(SEITOKU Academic LiteracyⅠ) 演 1 ○ ○

□ 聖徳教育Ⅲ(SEITOKU Academic LiteracyⅡ) 演 1 ○ ○

□ 日本国憲法 2 ○ ○

□ 社会貢献の理論と実践 演 1 ○ ○

□ 地域貢献活動の実践 演 1 ○ ○

□ 英語Ⅰ～１ 演 1 ○ ○

□ 英語Ⅰ～２ 演 1 ○ ○

□ 英語Ⅱ～１ 演 1 ○

□ 英語Ⅱ～２ 演 1 ○

□ 基礎専門体育Ⅰ ※ 1 ○ ○

□ 基礎専門体育Ⅱ ※ 1 ○ ○

□ 情報活用演習（基礎） 演 1 ○ ○

□ 情報活用演習（教職） 演 1 ○ 幼稚園教諭二種免許状取得希望者は必修

15

69保育士

幼稚園教諭二種

取得免許・資格

6 ２ 1 15 69 －

3

 情報活用

計

区
分

チ

ェ
ッ
ク
欄

　　授　業　科　目

 健康教育

 聖徳教育

外国語

教養

教養科目
と外国語

6

授
業
の
方
法

単
位
数

卒
業
必
修

２２6

1

5616

6

計

保育科第二部　履修要項

（単位）

全学共通科目（Ａ類）

聖徳
教育

健康
教育

情報
活用

2

計
選択科

目

56

専門教育科目（Ｂ類）

履　修　年　次

備　　　　考

必修
科目

別表6-1

－

84 － 84両方取得 6 6 ２ 2 16
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別表6-2

春 秋 春 秋 春 秋

□ 幼児と音楽表現A 演 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

□ 幼児と音楽表現B 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 幼児と造形表現 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 幼児と身体表現 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 幼児と健康 1 ○ ○ ○

□ 幼児と人間関係 1 ○ ○ ○

□ 幼児と環境 1 ○ ○ ○

□ 幼児と言葉 1 ○ ○ ○

□ 児童文化Ⅰ 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 児童文化Ⅱ 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 児童文化Ⅲ～１ 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 児童文化Ⅲ～２ 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 保育内容総論 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 保育内容・健康　 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 保育内容・人間関係 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 保育内容・環境　 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 保育内容・言葉　 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 保育内容・音楽表現Ⅰ 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 保育内容・音楽表現Ⅱ 演 1 ○

□ 保育内容・造形表現　 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 保育表現創造演習Ⅰ 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 保育表現創造演習Ⅱ 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 保育原理Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○

□ 教育原理　 2 ○ ○ ○ ○

□ 教職入門 2 ○ ○ ○ ○

□ 保育・教育課程論 2 ○ ○ ○ ○

□ 子ども家庭福祉 2 ○ ○ ○

□ 社会福祉 2 ○ ○ ○

□ 子ども家庭支援論 2 ○ ○ ○

□ 社会的養護Ⅰ 2 ○ ○ ○

□ 社会的養護Ⅱ 演 1 ○ ○ ○

□ 子育て支援 演 1 ○ ○ ○

□ 発達心理学　 2 ○ ○ ○ ○

□ 子ども家庭支援の心理学 2 ○ ○ ○

□ 子どもの理解と援助 演 1 ○ ○ ○

□ 子どもの保健 2 ○ ○ ○ ○

□ 子どもの食と栄養 演 2 ○ ○ ○

□ 乳児保育Ⅰ 2 ○ ○ ○

□ 乳児保育Ⅱ 演 1 ○ ○ ○

□ 子どもの健康と安全 演 1 ○ ○ ○

□ 特別な支援を要する子どもの理解と支援 演 2 ○ ○ ○ ○

□ 教育制度論 1 ○ ○ ○

□ 教育方法論 2 ○ ○ ○

□ 幼児理解･保育相談 2 ○ ○ ○

□ 教育相談 1 ○ ○ ○

□ 保育・教職実践演習（幼稚園） 演 2 ○ ○ ○ ○

□ グループ研究 演 2 ○ ○ ○ ○ ○

□ 幼児教育実習指導（事前・事後指導） 実 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

□ 幼児教育実習Ⅰ（附属幼稚園実習） 実 2 ○ ○ ○

□ 幼児教育実習Ⅱ（指定幼稚園実習） 実 2 ○ ○ ○

□ 保育実習指導Ⅰ 演 2 ○ ○ ○ ○

□ 保育実習Ⅰ(保育所) 実 2 ○ ○ ○

□ 保育実習Ⅰ(施設) 実 2 ○ ○ ○

□ 保育実習指導Ⅱ(保育所) 演 1 △ △ ○ ○

□ 保育実習Ⅱ(保育所) 実 2 △ △ ○

□ 保育実習指導Ⅲ(施設) 演 1 ▲ ▲ ○ ○

□ 保育実習Ⅲ(施設) 実 2 ▲ ▲ ○

□ キャリア総合演習 演 1 ○ ○ ○ ○

88 56 69 84

保育科第二部　専門教育科目（Ｂ類）
チ

ェ
ッ
ク
欄

授　業　科　目

授
業
の
方
法

単
　
位

（
幼

）

A
群

（
保

）

B
群

両
方

専
　
　
　
　
　
門
　
　
　
　
　
教
　
　
　
　
　
育
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

保育士資格を取得しようとする者は、「保育実
習Ⅱ（保育所）及び保育実習指導Ⅱ（保育所)」
又は「保育実習Ⅲ（施設）及び保育実習指導
Ⅲ（施設)」のいずれか２科目３単位を選択履修
すること。

単　　位　　計

履修期
備　　考1 2 3
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保
育
現
場
で
学
ぶ

１
年
次
春
学
期

１
年
次
秋
学
期

２
年
次
春
学
期

２
年
次
秋
学
期

１
年
次
春
学
期

保
育
職
へ
の
意
欲
を
向
上
さ
せ
る

保
育
職
へ
の
意
欲
を
向
上
さ
せ
る

保
育
職
へ
の
意
欲
を
向
上
さ
せ
る

勉
学
へ
の
姿
勢
を
確
立
す
る

保
育
実
践
を
理
解
す
る

基
礎
的
な
保
育
実
践
力
を
修
得
す
る

２
年
次
秋
学
期

保
育
者
と
し
て
必
要
な

保
育
者
と
し
て
必
要
な

保
育
者
と
し
て
必
要
な

資
質
・
能
力
を
修
得
す
る

次 代 を つ く る “ 保 育 の エ キ ス パ ー ト ”

保保 育育 実実 習習 指指 導

幼 児 教 育 実 習 指 導

幼 児 教 育 実 習 指 導

見 学 実 習 指 導

感
性
豊
か
な
保
育
者
に

自
分
の
力
を

自
分
の
力
を

た
め
し
て
み
よ
う

子
ど
も
の
世
界
に

子
ど
も
の
世
界
に

ふ
み
こ
も
う

保
育
者
へ
の
扉
を
開
こ
う

保
育
を
創
造
す
る

保
育
内
容
総
論

保
育
・
教
職
実
践
演
習
（
幼
稚
園
）

幼
児
と
健
康
（
春
学
期
ま
た
は
秋
学
期
）

幼
児
と
環
境
（
春
学
期
ま
た
は
秋
学
期
）

保
育
内
容
・
健
康
（
春
学
期
ま
た
は
秋
学
期
）

保
育
内
容
・
環
境
（
春
学
期
ま
た
は
秋
学
期
）

幼
児
と
人
間
関
係
（
春
学
期
ま
た
は
秋
学
期
）

幼
児
と
言
葉
（
春
学
期
ま
た
は
秋
学
期
）

保
育
内
容
・
人
間
関
係
（
春
学
期
ま
た
は
秋
学
期
）

保
育
内
容
・
言
葉
（
春
学
期
ま
た
は
秋
学
期
）

子
ど
も
の
理
解
と
援
助

乳
児
保
育
Ⅱ

子
ど
も
の
食
と
栄
養

特
別
な
支
援
を
要
す
る
子
ど
も
の
理
解
と
支
援

社
会
的
養
護
Ⅱ

子
育
て
支
援

子
ど
も
の
健
康
と
安
全

子
ど
も
を
理
解
す
る

発
達
心
理
学

乳
児
保
育
Ⅰ

子
ど
も
家
庭
支
援
の
心
理
学

子
ど
も
家
庭
支
援
論

保
育
原
理
Ⅰ

保
育
・
教
育
課
程
論

教
育
制
度
論
（
春
学
期
ま
た
は
秋
学
期
）

教
育
方
法
論
（
春
学
期
ま
た
は
秋
学
期
）

子
ど
も
家
庭
福
祉

社
会
的
養
護
Ⅰ

社
会
福
祉

教
育
相
談

幼
児
理
解
・
保
育
相
談

教
育
原
理
（
春
学
期
ま
た
は
秋
学
期
）

教
職
入
門
（
春
学
期
ま
た
は
秋
学
期
）

子
ど
も
の
保
健

学
び
の
基
礎
を

身
に
つ
け
る

情
報
活
用
演
習
（
基
礎
）

情
報
活
用
演
習
（
教
職
）

L
it
e
ra
c
yⅠ

L
it
e
ra
c
yⅡ

キ
ャ
リ
ア
総
合
演
習

表
現
を
創
造
す
る

保
育
表
現
創
造
演
習
Ⅰ

保
育
表
現
創
造
演
習
Ⅱ

幼
児
と
音
楽
表
現

幼
児
と
音
楽
表
現

幼
児
と
音
楽
表
現

幼
児
と
音
楽
表
現

幼
児
と
音
楽
表
現

幼
児
と
造
形
表
現

幼
児
と
身
体
表
現

児
童
文
化
Ⅰ
～
１

保
育
内
容
・
音
楽
表
現
Ⅰ

〔
選
択
必
修
〕
児
童
文
化
Ⅰ
～
２

児
童
文
化
Ⅱ
～
１

保
育
内
容
・
造
形
表
現

〔
選
択
必
修
〕
児
童
文
化
Ⅱ
～
２

基
礎
専
門
体
育
Ⅰ

基
礎
専
門
体
育
Ⅱ

児
童
文
化
Ⅲ
～
１

〔
選
択
必
修
〕
児
童
文
化
Ⅲ
～
２

人
間
性
を
高
め
る

聖
徳
教
育
Ⅰ

聖
徳
教
育
Ⅰ

聖
徳
教
育
Ⅰ

聖
徳
教
育
Ⅰ

聖
徳
教
育
Ⅱ

聖
徳
教
育
Ⅱ

〔
選
択
〕
英
語
Ⅱ
～
１

〔
選
択
〕
英
語
Ⅱ
～
２

英
語
Ⅰ
～
１

英
語
Ⅰ
～
２

小
笠
原
流
礼
法
基
礎
講
座

日
本
国
憲
法

令
和

年
度
入
学
生

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

保
育
科
第
一
部

実
習
を
コ
ア
に
し
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ

附 属 幼 稚 園 見 学 実 習

幼幼 児児 教教 育育 実実 習習 Ⅰ幼
（
幼 児児幼 児児

（（ 附
教児 教

附附 属
育教 育

属属 幼
実育 実

幼幼 稚
習習 Ⅰ実 習

稚稚 園
Ⅰ習習 Ⅰ習

園園園園園 ）

保保 育育 実実 習習 ⅠⅠⅠ （（ 施施 設設設 ）

保保 育育 実実 習習 ⅠⅠⅠ （（ 保保 育育 所所所 ）

保保 育育 実実 習習 ⅡⅡⅡ （（ 保保 育育 所所所 ）保
保
育保 育

保保 育
実育 実

育育 実
習実 習

実実 習
Ⅱ （習 ⅡⅡ

習習 Ⅲ
（Ⅱ （Ⅱ

ⅢⅢⅢⅢⅢⅢ （
（ 保保（ 保

（（（ 施
育育 所所保 育

施施 設
所 ）育育 所所育

設設設設設 ）

幼幼 児児 教教 育育 実実 習習 Ⅱ幼
（
幼幼 児児幼幼 児

（（（ 指

教教児児 教

指指指 定

育育教教 育

定定定 幼

実実育育 実

幼幼幼 稚

習習習 Ⅱ実実 習

稚稚稚 園

ⅡⅡ習習習 Ⅱ習
園園園園園園 ）

【
保保保

【【
選
択 保保

選
択

選
択

選
択
】

地
域
で
学
ぶ

社
会
貢
献
の
入
門

社
会
貢
献
の
理
論
と
実
践

地
域
貢
献
活
動
の
実
践

24－ －



保
育
現
場
で

学
ぶ

子
ども
の
実
態
や
保
育
者
の
援
助
に
つ
い

て
理
解
す
る
こと
が
で
きる

。
子
ども
の
た
め
の
施
設
の
機
能
と役

割
、

保
育
者
の
職
務
や
役
割
を
理
解
す
る
こと

が
で
きる

。

子
ども
の
た
め
の
施
設
の
機
能
と役

割
、

保
育
者
の
職
務
や
役
割
を
深
く理

解
す
る

こと
が
で
き、
保
育
実
践
力
が
身
に
つ
い
て

い
る
。

GP
A・
実
習
評
価
票

GP
A・
実
習
評
価
票
・自

己
評
価
票

GP
A・
実
習
評
価
票
・自

己
評
価
票

１
年
次
春
学
期

１
年
次
秋
学
期

２
年
次
春
学
期

２
年
次
秋
学
期

１
年
次
春
学
期

保
育
職
へ
の
意
欲
を
向
上
さ
せ
る

保
育
職
へ
の
意
欲
を
向
上
さ
せ
る

保
育
職
へ
の
意
欲
を
向
上
さ
せ
る

勉
学
へ
の
姿
勢
を
確
立
す
る

保
育
実
践
を
理
解
す
る

基
礎
的
な
保
育
実
践
力
を
修
得
す
る

２
年
次
秋
学
期

保
育
者
と
し
て
必
要
な

保
育
者
と
し
て
必
要
な

保
育
者
と
し
て
必
要
な

資
質
・
能
力
を
修
得
す
る

感
性
豊
か
な
保
育
者
に

自
分
の
力
を

自
分
の
力
を

た
め
し
て
み
よ
う

子
ど
も
の
世
界
に

子
ど
も
の
世
界
に

ふ
み
こ
も
う

保
育
者
へ
の
扉
を
開
こ
う

保
育
を

創
造
す
る

保
育
を創

造
す
る
際
に
必
要
とな

る
基
礎
的
な
知
識
を
理
解
す
る
こと
が
で
きる

。
保
育
を創

造
す
る
た
め
に
必
要
な
、子

ど
も
一
人
ひ
とり
に
応
じた

援
助
方
法
を理

解
す
る
こと
が
で
きる

。

保
育
を創

造
す
る
た
め
に
必
要
な
、保

育
を構

想
・展

開
・省

察
す
る
保
育
実
践
力

が
身
に
つ
い
て
い
る
。

GP
A

GP
A

GP
A

子
ど
も
を

理
解
す
る

子
ども
の
成
長
・発

達
に
つ
い
て
、基

礎
的
な
知
識
が
身
に
つ
い
て
い
る
。

子
ども
の
成
長
・発

達
に
つ
い
て
、子

ども
の
実
態
を
踏
まえ

て
理
解
す
る
こと
が
で
き

る
。

子
ども
の
成
長
・発

達
に
つ
い
て
、理

論
と

実
践
を結

び
付
け
て
理
解
す
る
こと
が
で
き

る
。

子
ども
の
成
長
・発

達
に
つ
い
て
、理

論
と

実
践
を結

び
付
け
て
理
解
し、
保
育
実

践
に
活
か
す
こと
が
で
きる

。
GP
A

GP
A

GP
A

GP
A

学
び
の
基
礎
を

身
に
つ
け
る

自
己
分
析
力
を
身
に
つ
け
、自

身
の
キ
ャ

リア
に
つ
い
て
考
え
る
こと
が
で
きる

。
論
理
的
思
考
力
を身

に
つ
け
、情

報
を

適
切
に
扱
うこ
とが
で
きる

。
GP
A

GP
A

表
現
を

創
造
す
る

表
現
を創

造
す
る
際
に
必
要
とな

る
基
礎

的
な
知
識
・技

能
を理

解
す
る
こと
が
で
き

る
。

表
現
を創

造
す
る
際
に
必
要
とな

る
知

識
・技

能
が
身
に
つ
い
て
い
る
。

子
ども
が
表
現
を創

造
す
る
過
程
を理

解
す
る
こと
が
で
きる

。
子
ども
が
表
現
を創

造
す
る
過
程
を援

助
で
きる

力
が
身
に
つ
き、
保
育
実
践
に
活

か
す
こと
が
で
きる

。
GP
A

GP
A

GP
A

GP
A

人
間
性
を

高
め
る

建
学
の
精
神
「和

」を
理
解
し、
「礼

節
」

をも
って
行
動
す
る
こと
が
で
き
る
と共

に
、

自
律
心
が
身
に
つ
い
て
い
る
。

「礼
節
」へ
の
理
解
を深

め
る
と共

に
、自

然
と人

間
との
関
りに
つ
い
て
の
理
解
を深

め
る
こと
が
で
きる

。
ル
ー
ブリ
ック

GP
A・
ル
ー
ブリ
ック

令
和
４
年
度
入
学
生

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

保
育
科
第
一
部

学
び
で
得
ら
れ
る
成
果
（

L
e
a
rn

in
g
 O

u
tc

o
m

e
s
）

地
域
で
学
ぶ

子
育
て
支
援
活
動
が
で
きる

よう
に
な
る
た

め
の
基
礎
的
能
力
が
身
に
つ
い
て
い
る
。

子
育
て
支
援
活
動
を理

解
す
る
こと
が
で

き、
実
践
す
る
た
め
の
基
礎
的
技
能
が
身

に
つ
い
て
い
る
。

子
育
て
支
援
活
動
に
必
要
な
実
践
的
技

能
・態

度
が
身
に
つ
い
て
い
る
。

GP
A・
コン
ピテ

ンシ
ー
自
己
評
価
票

GP
A・
コン
ピテ

ンシ
ー
自
己
評
価
票

GP
A・
コン
ピテ

ンシ
ー
自
己
評
価
票

次 代 を つ く る “ 保 育 の エ キ ス パ ー ト ”

豊
か
な
人
間
性

を
有
し
、
他
者

を
尊
重
し
、
良

好
な
人
間
関
係

を
構
築
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

子
ど
も
の
成

長
・
発
達
を
理

解
し
、
一
人
ひ

と
り
の
子
ど
も

に
適
切
な
援
助

を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

表
現
技
能
・
創

造
す
る
力
を
修

得
し
、
子
ど
も

の
表
現
を
創
造

す
る
過
程
を
援

助
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

指
導
計
画
を
立

案
し
、
保
育
実

践
を
創
意
工
夫

し
、
改
善
に
取

り
組
み
、
保
育

の
質
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

他
者
と
協
働
し

て
地
域
の
保
育

課
題
に
取
り
組

み
、
提
案
、
発

信
が
で
き
る
。

学
位
授
与
の

方
針
に
掲
げ
る

学
習
成
果
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免許・資格取得の課程履修登録（短期大学部） 
教員免許状及び諸資格を取得するための課程を選択履修する者は、次の手続きをしてください。 
（1）手続き方法 

SEITOKU CAMPUS CARD（学生証）に履修費をチャージ（入金）し、指定の期日までに学生情報端末で申請
手続きをしてください。手続き期間については、掲示にてお知らせいたします。（保育科、専攻科生は 1 年
次の 4 月中に、総合文化学科は 1 年次の 5 月が手続き期間となります。） 
 学生情報端末の利用については、学生便覧を参照してください。 

（2）その他 
① 保育科の学生は、幼稚園教諭二種免許、保育士資格のいずれかの取得が必修となります。 
② 保育科の学生で、幼稚園教諭二種免許、保育士資格の両方を取得する場合は、忘れずに両方の課程登録を 

してください。 
③ 履修登録の届けをしないで履修しても、課程は認定されません。 
④ 履修途中において選択課程の登録を取消す場合は、正保証人連署の課程履修取消願いをクラス担任および

科目担当教員の了承を得て指定期日までに、教育支援課に提出してください。（ただし、必修とする免許・
資格の課程は取消しできません。また、課程履修費は返金されませんので、必ずクラス担任の先生と相談
をしてください。） 

 別表21  

免許・資格名 履修費 

登録できる学科（○印が可能） 

保

育

科

総
合
文
化
学
科

備考 

教員 

免許状 
幼稚園教諭二種免許状 30,000 ○   

国家

資格 

保育士 60,000 ○   

図書館司書 20,000 ○ ○ ※保育科は第一部のみ取得可能 

民
間
資
格 

フードスペシャリスト（受験資格） -  ○  

ビジネス実務士 40,000  ○  

情報処理士 -  ○  

秘書士 40,000 ○ ○ ※保育科は第一部のみ取得可能 

観光実務士 20,000  ○  

准学校心理士 - ○  ※協会審査料、登録料、会費等については別途指示

 
［注］ 学外実習費が別にかかる場合は、登録料手続きの際にお知らせいたします。 
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